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歩こうあ だち 、人 の 和 、水 の 輪 、緑 の 環

「緑の基本計画」を策定
平
成
2
2年
(
2
0
1
0

年
)
ま
で
の
「
足
立
区
緑
の
基
本
計
画
」
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
1
0年
に
1
回
(
昭
和
5
0年
、
5
9年
、
平
成
6
年
)

行
っ
て
い
る
緑
の
実
態
調
査
を
も
と
に
、
緑
の
将
来
像
を
示
し
た
も
の
で
す
。

計
画
は
、
区
の
特
性
を
生
か
し
。
水
と
緑
を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
の
心
を
つ
な

ぐ
。
そ
し
て
、
災
害
に
強
い
緑
の
防
災
輪
中
を
形
成
し
、
だ
れ
も
が
安
心
と
ゆ

と
り
が
感
じ
ら
れ
、
歩
き
た
く
な
る
あ
だ
ち
、
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
あ
だ
ち
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。み

ど
り
の
大
切
さ

緑
に
は
、
次
の
よ
う
な
働
き
が
あ
り

ま
す
。
緑
を
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ち
に
う
る
お
い
を
与
え
ま
す

②
火
災
時
に
延
焼
を
防
ぐ
の
に
役
立
ち

ま
す

③
空
気
を
き
れ
い
に
し
ま
す

④
気
温
を
調
節
し
ま
す

⑤
騒
音
を
や
わ
ら
げ
ま
す

み
ど
り
の
現
況

6
年
の
調
査
で
は
、緑
被
率
(
※
1
)

が
1
5・
7
%
、
樹
木
被
覆
率
(
※
2
)

は
6
・
5
%
で
、
緑
被
率
は
、
2
0年
前

の
水
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

公
園
や
学
校
な
ど
で
、
緑
化
の
推
進

に
よ
り
新
た
な
緑
の
形
成
に
努
め
て
い

ま
す
か
、区
全
体
の
緑
被
率
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

● 緑 被率 ※ 1・樹 木被 覆率 ※ 2の推 移

※ 1: 緑 被 率=( 樹木で覆われている土地+農地+草地)の面積足立区の 全面積

※ 2: 樹木被覆率= 樹木で覆われている土地の面積
足立区の全面積

▲ 大門自然プチテラ ス

▲ 東綾瀬公園
▼ 伊 興 氷 川 神 社

計
画
の
内
容

①
緑
の
創
出
、
育
成
、
参
加
型
緑
づ
く

り
、
地
域
の
特
性
、
安
心
と
ゆ
と
り

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す

②
目
に
映
る
緑
が
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
2
2年
に
お
け

る
緑
被
率
水
準
を
2
5
%、
樹
木
(

直
径
2
0㎝
以
上
、
た
だ
し
、

街
路
樹
を
除
く
)
被
覆
率
1
0
%

を
目
標
と
し
ま
す

③
区
全
体
(
骨
格
と
な
る
緑
)
、
1
3

ブ
ロ
ッ
ク
別
(
地
域
拠
点
の

緑
)
、地
区
(
身
近
な
緑
)
の
3

つ
の
空
間
ス
ケ
ー
ル
別
で
、
防

災
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

新
た
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
リ
ン
グ
計

画
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
□
ア
メ
ニ
テ
ィ
リ
ン
グ
計
画
と
は

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
水
と

緑
の
環
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
自
然
や
緑
、
そ
し
て
こ
れ
ら
と

つ
な
が
る
身
近
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
目
指
す
も
の
で
す
。

〔
地
域
拠
点
の
緑
〕

〔
骨
格
と
な
る
緑

〕

〔
身
近
な
緑
〕

計画の
実現に向けて
―基本方針―

次
の
4

つ
の
柱
で

、
目
標
達
成
を
目

指
し
ま

す
。

▽
地
域
的
な
特
性
を
活
用

し
た
緑
の
ま

ち
づ
く
り
…
都
市
公
園

、プ
チ
テ
ラ
ス

、

緑
道
の
整
備
な
ど

▽
目
に
映
る
緑
が
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

…

集
合
住
宅
の
緑
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ

プ

、
接
道
部
緑
化

、
生
け
垣
助
成
な
ど

▽
緑
を
大
切
に
し
育
む
ま
ち
づ
く
り
・・・

保
存
樹
の
指
定
推
進
、
あ
だ
ち
の
森
整

備
な
ど

▽
み
ん
な
で
取
り
組
む
緑
の
ま
ち
づ
く

り
・・・
緑
の
情
報
提
供

、
区
民
参
加
型
花

づ
く
り
な

ど

※
「
緑
の
基
本
計
画

」
は

、
区
政
情
報

室
(
区
役
所
中
央
館
2

階
)

や
各
図
書

館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

▲ 公 園 の 自 主 管 理( 梅 島 栄 町 会)

緑
の
基
本
計
画
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
都
市
計
画
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

2
面
へ
続
く

。

今 号の主な内容

2
・
3
面
▽
「R
の
お
店
」
募
集
/
東
京
ル
ー
ル
に
ご
協
力
を
/
都
市
型

工
業
大
賞
募
集
/
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
/
健
康
あ
ら
か
る
と
「
8
0
2
0

運
動
」

4
・
5
面
▽
特
集
・
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
開
催

6
・
7
面
▽
国
民
年
金
の
手
続
き
/
年
金
健
康
保
養
施
設
/
生
業
資
金

貸
付
/
家
族
介
護
者
教
室
/
国
保
休
日
納
付
相
談
/
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
/
常
磐
新
線
荒
川
橋
り
ょ
う
工
事

8
面
▽
▽
▽
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
/
区
内
各
種
展
示

葦
立
ち

避
難
所
運
営
訓
練

8
月
3
0日
か
ら
9
月
7
日
ま
で

の
防
災
訓
練
強
化
期
間
に
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
、

地
域
の
皆
様
に
よ
る
実
践
的
な
訓

練
が
小
・
中
学
校
1
2校
で
6
0を
超

え
る
町
会
、
自
治
会
の
参
加
の
も

と
、
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
中
心

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
訓
練
会
場
と
な
っ
て
い
る

い
く
つ
か
の
学
校
を
訪
問
い
た
し

ま
し
た
が
、
各
学
校
で
の
真
剣
な

取
り
く
み
に
直
に
接
し
ま
し
て
、

た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
防
災
訓
練
強
化
期
間
以
前

に
実
施
さ
れ
た
地
域
や
、
こ
れ
か

ら
予
定
し
て
い
る
地
域
も
数
多
く

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

区
で
は
、
現
在
一
次
避
難
所
と

し
て
小
・
中
・
高
等
学
校
1
2
6校を

指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
既

に
6
0校
で
地
域
の
皆
様
に
よ
る
避

難
所
運
営
の
会
議
が
も
た
れ
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
全
校
で
こ
の

よ
う
な
会
議
が
も
た
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

大
震
災
か
ら
既
に
2

年
8
カ

月
。
被
災
地
で
は
今
で
も
2
万
9

千
世
帯
を
超
え
る
方
々
が
仮
設
住

宅
で
す
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
方
々
の
苦
悩
を
想
う
と
心
が

痛
み
ま
す
。

区
で
は
こ
の
教
訓
を
も
と
に
、

総
合
的
に
諸
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や
は

り
地
域
で
の
連
携
や
協
力
で
す
。

区
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ 訂正とお詫び　あだち広報9 月15日号に掲載した施設見学会参加者募集記事の電話番号に誤りがありました。正しくは、　3　880 ―5111 ㈹です。訂正し
てお 詫びします。≪ 広報課≫
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緑 の 基 本 計 画 の 体 系
1 面 か ら

の 続 き

東
京
ル
ー
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
店
頭
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

都
で
は
、
4
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
新
し
い
回
収
シ
ス
テ
ム
「
東
京
ル
ー

ル
」
を
2
3区
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
東
京
ル
ー
ル
」
は
、
区
民
・
事
業

者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
と
責
任
を

分
担
す
る
資
源
循
環
型
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。
1
0月
か
ら
は
、
区
内
の
回
収
店
舗

も
酒
店
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
、
2
6
2店舗
と
な
り
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
も
の

に
な
り
ま
す
。

使
用
後
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
①
キ

ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、
②
さ
っ
と
す
す
い

で
、
③
足
な
ど
で
つ
ぶ
し
て
、
図
の
マ

ー
ク
の
つ
い
た
「
東
京
ル
ー
ル
」
参
加

店
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ワ

イ
シ
ャ
ツ
や
ブ
レ
ザ
ー
な
ど
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
=
都
・
清
掃
局

ご
み
減
量
総
合
対
策
室

(
5
3
2
0
)
5
7
1
4
(
直
通
)

ご
み
減
量・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「
R
の
お
店
」募
集

区
で
は
、
再
生
製
品
(
み
ど
り
の
夢
2
3

や
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
等
)
の
販
売
取

り
扱
い
や
、
ト
レ
ー
等
の
店
頭
回
収
、

簡
易
包
装
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
お

店
や
商
店
街
を

〝ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
店
「R
の
お
店
」〟
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。
認
定
を
受
け
る
と
、

あ
だ
ち
広
報
や
リ
サ
イ
ク
ル
冊
子
で
お

店
を
紹
介
し
、
利
用
を
推
奨
し
ま
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
内
容
を
印
刷
し
た
店

頭
掲
示
用
の
看
板
を
差
し
上
げ
ま
す
。

「R
の
お
店
」
と
し
て
認
定
を
希
望
す

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
め
た
資
源
を
生
か
す
に
は
、
区
民

一
人
ひ
と
り
が
再
生
製
品
の
利
用
を
進

め
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。「R
の
お

店
」
の
一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

「
都
市
型
工
業
大
賞
」募
集

都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

〝モ
ノ
づ
く
り
新
世
紀

～
競
う
・
つ
な
ぐ
・
見
い
出
す
～

足
立
・
荒
川
・
板
橋
・
北
の
4

区

共
催
の
都
市
型
工

業
フ

ォ
ー
ラ

ム

(
2
月
5

・
6

日
開
催
)

に
向
け

、

「
都
市
型
工
業
大
賞
」
を
募
集
し
ま

す

。あ
な
た
の
会
社
の
経
営
や
技
術
・

製
品
を
広
く
P
R

す
る
絶
好
の
機
会

で
す

。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

。

対
象
=

足
立
・
荒
川
・
板
橋
・
北
の
4

区
内
に
事
業
所
(
本
社
・
工
場
等
)

を
有
す
る
企
業
・
団
体
・
個
人

※

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

募
集

部
門
=

▽
テ
ー
マ
賞
・・・
後
継
者
の
育

成
、
技
術
・
技
能
の
継
承
に
関
し
て

の
取
り
組
み

▽
製
品
・
技
術
賞
…

独
自
の
製
品
、
生
産
・
加
工
技
術
の

開
発
等

▽
新
事
業
賞
…
新
分
野
に

進
出
、
新
事
業
の
展
開
な
ど
注
目
さ

れ
る
も
の
▽
社
会
貢
献
賞
・
・
・
地
域

社
会
と
の
調
和
や
環
境
へ
の
配
慮
の

積
極
的
な
取
り
組
み
審
査
・
表
彰

=
書
類
選
考
・
実
地
調
査
後
、
有
識

者
に
よ
る
総
合
審
査
を
行
い
、
大
賞

1
点
お
よ
び
各
部
門
賞
を
決
定
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
表
彰
し
ま
す
申

込
=
所
定
の
応
募
用
紙
と
関
係
書
類

を
郵
送
ま
た
は
持
参
(
応
募
用
紙
は

各
区
担
当
に
請
求
)
期
限
=
1
0
月

3
1日
必
着

申
・
問
先
=
産
業
振
興

課
工
業
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

住区健康フェスティバル

まちも元気　わたしも元気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相

談
、血
液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を

知
り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
問
先
等
=
表
1

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

表1　 住 区 健 康 フ ェ ス テ ィ バ ル10 月 の 日 程

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
1
0
月
1
2
日
皿
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
(

荒
天
中
止
)
/

荒
川
河
川
敷
日
ノ

出
町
緑
地
/
3
0
0区
画
/

出
店
料
千
円
/

車
出
店
可
/

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民
の

会
(

荒
川
フ
ェ
ス
タ
係
)

(
3
2
2
6
)
4
0
0
8
(
平
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
)

▽
1
0
月
1
9
日
日
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
1
1
月
2
日
)
/
元
溯
江
公

園
/
8
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、出

品
物
を
明
記
(
1
0
月
8
日
必
着
)
/
ト

マ
ト
・
松
田

〒
剛一
弘
道
郵
便
局
留

(
3
8
8
7
)
2
8
2
9

▽
1
0
月
1
9
日
剛
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
(

雨
天
時
1
0
月
2
6日
)
/

本
木

―
-
3
(

区
管
理
地
)
/
4
0

区
画
/

出
店
料

千
円
/

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、

電
話
番
号

、
職
業
を
明
記
(
1
0
月
1
0日

必
着
)
/

バ
ウ
(

ウ
ス

〒
1
2
3関
原
―
-
1
8
-
7

(
3
8
4
0
)
4
7
4
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

☆
足
立
よ
い
映
画
を
見
る
会
1
0
月
1

日
(
水
)
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
5
0
分
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル
/

人
間
の
翼
―
最
後
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
/

千
7
0
0円
(
大
人
)
、
千
勍
円
(
大

学
生
、6
0
歳
以
上
)
、
千
円
(

小
・
中
・

高
校
生
)
/

荒
井

(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
金
剛
山
歌
劇
団
音
楽
舞
踊
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
公
演
1
0
月
4
日
(
土
)
、①
午
後
2

時
②
午
後
6

時
3
0
分
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
3

千
円
/

公
演
事
務
局

酋
(
3
8
8
9
)
7
5
7
5

゛

☆
都
立
足
立
・
溯
江
・
竹
台
高
校
演
劇

部
発
表
会
1
0
月
4
日
(
土
)
、午
後
3
時

/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

ア
ン
ネ
の
日
記

ほ
か
/

無
料
/
足
立
高
校
・
後
飯
塚

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

☆
ク
ロ
ー

バ
ー
ま
つ
り
1
0

月
5

日

皿
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/
竹
の
塚

障
害
福
祉
館
/

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
展

示
ほ
か
/

足
立
ろ
う
者
合
同
委
寅
会
・

藤
村
　
(
3
8
8
0
)
9
4
1
7

☆
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定
期

演
奏
会
1
0

月
5

日
皿
、
午
後
2

時
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
男
は
つ
ら
い
よ
、

ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
ほ
か
/

無
料
/

村
上

(
3
6
9
0
)
9
4
1
6

☆
舎
人
公
園
で
遊
ぼ
う
1
0
月
5
日

网
午
前
1
8
時
～
午
後
2
時
3
0
分
(
雨

天
時
1
0
月
1
2
日
)
/

舎
人
公
園
管
理
事

務
所
前
広
場
/

昔
の
避
ぴ
・
工
作
・
ゲ

ー
ム
な
ど
/

桑
原

(
3
8
9
7
)
7
2
9
8

☆
第
3
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

1
0
月
9
・
2
3
日
、1
1
月
6
・
2
0
日
、1
2

月
4
・
1
8
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
/

千
寿
第
三
小
学
校
/
1
6
歳
以
上

、

初
心
者
歓
迎
/

哨
円
(
全
回
分
)
/
足
立

区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
保
育
室
な
か
ま
バ
ザ
ー
1
1
月
2
日

网
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時
(
雨

天
時
u
月
3
日
)
/
興
野
公
園
/
日
用

雑
貨
品
等
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
　

(
1
0
月
1
2
日
ま
で
)
/
保
育
室
な
か
ま

(
3
8
8
6
)
7
2
8
7

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
1
1

月
3
0

日
皿
、
午
前
9

時
2
0
分
/

江
北
セ
ン

タ
ー
/
5
0
歳
以
上
の
女
性
/

聊
円
/
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
年
齢

、
電
話
番

号
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明
記
(
1
0
月
2
0
日

必
一
)
/

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

山
田

〒
里
(

町
3
-
5
-
1
8

(
3
8
8
3
)
9
2
2
7

=
募
集
=

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
F

・
せ
ぶ
ん
)

土
・
日
皿
日
、
祝
日
/

宮
元

公
園
ほ
か
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/

志
田

(
3
6
2
0
)
3
0
3
4
(

午
後
8

時
以
降
)

◎ カッパのバッジ発売中! 　 販売価格= 単品200円/ 5 色セット800円　販売場所= 区 政情報室　期間=10 月9 日まで　問先= 広報係　3880- 5111 ㈹
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神
経
難
病
の
検
診
と
相
談

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
、
せ
き
髄
小
脳

変
性
症
、
多
発
性
せ
き
髄
硬
化
症
、
進

行
性
筋
萎
縮
症
、
筋
無
カ
症
な
ど
、
神

経
難
病
の
方
や
、
こ
れ
ら
の
疾
病
の
疑

い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
専
門
医
が
診

察
と
相
談
を
行
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

身
体
の
し
び
れ
、
脱
力
、
痛
み
、
苜
や

手
足
の
ふ
る
え
、
言
語
や
視
力
の
障
害

な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
方
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
脳
卒
中
後
遺
症
の
方
は
除
き

ま
す
。

日
時
=
1
0月
2
6日
面
、
午
前
9

時
～
午
後
1
時

場
所
=
足
立
保
健

所

定
員
=
5
0人

費
用
=
無
料

主

催
=
足
立
区
医
師
会
、
東
京
進
行
性
筋

萎
縮
症
協
会

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

、電
話
番
号
、

症
状
、「
難
病
検
診
希
望
」と
明
記

期

限
=
1
0月
1
3日
必
着

申
・
問
先
=
足

立
区
医
師
会

〒
跏
千
住
仲
町
1
4―
4

(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

問
先
=
地
域
保
健
計
画
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

□
が
ん
に
な
り
に
く
い
食
生
活
の
工
夫

理
想
的
な
食
牢
居
に
よ
り
、
約
3
割

の
か
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、
が

ん
を
予
防
す
る
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
0

月
7
日
㈹
・
1
7日
6

、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
が
ん
を
予
防

す
る
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
/
が
ん
を
防
ぐ

食
べ
物
の
選
び
方
/
1
日
に
何
を
ど
れ

だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
か
/
賢
い
食
べ
あ

わ
せ
の
工
夫
と
暮
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
/

気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
野
菜
の
効
用
と
食
べ
方

健
康
に
良
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
と
れ
な
い
野
菜
に
つ
い
て
学

ぴ
ま
し
ょ
う
。日
時
=
1
0
月
3
日
窗

・
9
日
床
、午
前
1
0
時
～
正
午
内
容

=
1
日
目
…
野
菜
情
報
と
メ
ニ
ュ
ー
紹

介
/
2
日
目
・
:若
さ
を
保
つ
健
康
は
つ

ら
つ
体
操

費
用
=
無
料

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
品
衛
生
講
習
会
を
〝出
前
〟
し
ま
す

食
中
毒
、O
1
5
7

な
ど
、
食
品
の

安
全
性
や
衛
生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル
ー

プ
の
学
習
会
に
、
食
品
衛
生
監
視
員
が

う
か
が
い
ま
す
。
学
習
テ
ー
マ
、
日
時

な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食
品
衛
生
に
関

す
る
ビ
デ
オ
も
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。

対
象
=
5
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申

・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
健
康
大
学

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
豊
か
な
生
活
」

～
自
立
し
た
シ
ル
バ
ー
ら
い
ふ
を
め
ざ
し
て
～

だ
れ
も
が
経
験
す
る
老
後
の
生

活
。
地
域
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
。

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
等
=
表
2

対
象
=
全
回
参

加
で
き
る
方

講
師
=
岡
林
郁
子

氏
(
管
理
栄
養
士
)
、多
田
千
尋
氏

(お
も
ち
ゃ
美
術
館
館
長
)
ほ
か

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2　 江北健康大学日程

※ いずれも時間は午後1時30分～3時30分

看

護

教

室

「
夫
婦
で
老
後
を
考
え
る
」

人
生
8
0年
、
夫
婦
で
過
ご
す
生
活
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
互
い
の
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん

。

日
時
=
表
3

対

象
=
夫
婦
で
参
加
で
き
る
方

定
員
=
2
0

組
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表3　 看護教室

講

演

会

C
型
肝
炎
の
治
療
と
日
常
生
活

C
型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
力
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。C
型
肝
炎
は
ど
ん
な

も
の
か
、
感
染
し
た
場
合
に
ど
う
い
う

経
過
を
た
ど
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
治

撩
と
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
講
演
会
で

す
。
日
時
=
1
0月
1
4日
吻
、午
後
1
時

4
5分
～
4
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

講
師
=
飯
野
四
郎
氏
(
聖
マ
リ
ア

ン
ナ
医
科
大
学
病
院
医
師
)

定
員
=

罰
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

10月の献血

問先=東京東赤十字血波センター　　5682=2801
区役所保健予防係　　　　　3880 ―5111㈹

健康カレンダー 10月の予定

健康あ・ら・かると

暮
ら
し
と
と
も
に

「
8
0
2
0

運
動
」

「8
0
2
0

運
励
」は
、8
0

歳
に
な
っ
て
も
2
0本
以

上
の
歯
を
保
ち
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
で
味
わ
い
、
楽
し
も
う
と
い
う
運
動

で
す
。

保
健
所
で
節
目
健
診
を
受
診
し
た
A

さ
ん
。
今
回
初
め
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
を
受
け
て
、
歯
に
対
す
る
見
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
若
い
こ

ろ
は
、
歯
磨
き
剤
を
た
く
さ
ん
つ
け
た

硬
い
歯
ブ
ラ
シ
で
、
力
い
っ
ぱ
い
磨
い

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
歯
と
歯
ぐ
き

を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
神
経
に
ピ
リ
ピ

リ
と
さ
わ
る
ぷ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
結
局
、
む
し
歯
で
も

な
い
歯
を
治
療
す
る
こ
と
に
。
も
っ
と

早
く
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
法
を
知
っ

て
い
れ
ば
…
」
と
悔
や
み
ま
し
た
。
今

で
は
、
歯
磨
き
が
気
分
転
換
に
な
り
、

寝
る
前
に
丁
寧
に
磨
く
こ
と
が
習
慣
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

む
し
歯
予
防
教
室
に
や
っ
て
き
た
S

さ
ん
は
、
2
歳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
。

「
子
供
の
こ
ろ
、
自
分
も
夫
も
む
し
歯

で
苦
労
し
た
の
で
、「こ
の
子
だ
け
は
」

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」。お
や
つ
の
組

み
合
わ
せ
や
、
甘
く
な
い
飲
み
物
な
ど

の
工
夫
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に

ワ
イ
ワ
イ
し
な
が
ら
の

〝子
育
て
・
歯

育
て〟
も
、
楽
し
い
「
8
0
2
0

」
の

一
つ
で
す
。

「
8
0
2
0

」
の
達
成
者
の
K
さ
ん

は
、「
私
は
、若
い
こ
ろ
か
ら
歯
ご
た
え

の
あ
る
昆
布
と
か
豆
な
ど
の
硬
い
も
の

や
、
歯
ざ
わ
り
の
い
い
野
菜
類
は
何
で

も
好
き
で
し
た
。
今
で
も
、
甘
い
も
の

や
グ
ニ
ャ
っ
と
し
た
も
の
は
苦
手
で

す
。
歯
磨
き
は
、
す
み
ず
み
ま
で
、
し

つ
こ
い
ぐ
ら
い
丁
寧
に
磨
く
の
で
、
口

の
中
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。
ま
た
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
身
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
、
私
の
歳
で
は
め
ず
ら
し
く
牛

乳
も
大
好
き
で
し
た
よ
」

最
近
の
調
査
で
は
、
自
分
の
歯
が
2
0

本
以
上
あ
る
高
齢
者
の
う
ち
、
多
く
の

方
が
「
ど
こ
へ
で
も
一
人
で
外
出
す

る
」、「
普
通
の
食
事
で
O
K

」
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
痴
ほ
う
の
方
も
少

な
い
よ
う
で
す
。

〝し
っ
か
り
噛
め
る〟
と
い
う
こ
と

は
、
健
康
ラ
イ
フ
の
秘
け
つ
で
す
。
健

康
な
歯
を
保
つ
た
め
、「
定
期
的
な
チ
ェ

ッ
ク
と
今
あ
る
歯
を
大
切
に
す
る
」、

「
入
れ
歯
の
方
は
、
あ
き
ら
め
な
い
で

噛
む
力
の
回
復
を
す
る
」
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
が
。
暮
ら
し
と
と
も
に

で
き
る
「
8
0
2
0

」
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。

A
保
健
所

歯
科
衛
生
士
V

□ 老人会館の教室( 10月～3月) 教案=生け花教室( 教材費一部負担) /書道教室( 無料) 対象=区内の60歳以上の方申込=往復ハガキに住所、氏名、年齢、
生 花または書道 と明記　期限=9 月30日　 ※ その他くわしく はお問い合わせください　問先= 老人会館　〒120 西保木間4 ―9 ―1　3859 ―9732
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遊びにおいでよ!

あだち区民まつり
10 月11日(土)

12 日(日)

あだちまつり
A- Fest a' 97

私 が い る街 その 瞬 間 を大切に!

荒川河川敷虹の広場
北千住駅西口ひろば

区民手作りのまつりA- Fest a の
季節がやってきました。今年も楽しい
イベントをたっぷり用意して、皆さん
のお越しをお待ちしています。それぞ
れの楽しみ方で、おもいきり遊べる2
日間を満喫してください。

A- f est a( エーフェスタ)
ってな～に

これは、あだち区民まつりの愛称です。区制50
周年を記念して、区民手作りのふるさとまつりと
して誕生し、平成5 年にrA- Fes l a 」と愛称が付き
ました。名付け親は、区民の皆さんによる足立区
区民まつり委貝僉です。

あ゙だち。のA と、イタリア語で ま゙つり。を
意味するFest aを組み合わせています。

ご
来

場

の

方

に

お

願

い

☆
荒
天
の
場
合
は
、
‘
催
し
を
中
止
ず
る
こ
ど
が

ぶ
り
t
・
/
f
'
r
'
f
-
V
'
-
'
A
*

背
会
場
周
辺
に
は
駐
車
鳩
が
ざ
り
ま
せ
ん
の

ぐ
で
I
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

1

-
介
ゴ
ペ
、
は
い
I
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
≒

今年も盛り上がる

楽しいイベントがいっぱい!
あだっちボール

; こ・'メインイベントとb て、誕生したt あだっちポール。・

・・も今年で5 回目。もう備さんご存じですよね。そう、あの
まくらに似たボールを便うドッジポールみたいなゲームです。
劇的なプレーを見せるチームや毒刊も恩わず笑ってしまうほ

ど鏖・ な衣装を身にまとった参加奢たち。今年も青空 の下、
どんな艙皿を繰り広げるのでしょうヵ丶皆さんもぜ ひ、 ・

・・ 参加チームに声援を迦ってください。 ぺ

ステージショー
, 紅 の広場特設ステージで
は、区内のアマチュアグル
ープ圦 日ごろの擒果を披
露し ます。さて。その内容

鯰… … ? それは、会場に
耒てからのお楽し み!

チャップンの
大 冒 険

楽しい遊びをたくさん用憲・ 二
したスタンプラりー。蝨場内のあ ・・
ちこちにあるチャッブンテントをま
わり、たっぷり避んでスタンザ審S 肭j =4 。

すると、チャップンからのプレゼントと、瘢華な賞品が当たる
大抽選蠢への参薑酋髱を手にできます。木抽迎合は、まつりのフィ
ナーレ( 12 日) の中で。

※ スタンプカードのi 羞i場汐i、ルールなど、くわしくは会場・
内の「チャップンの大里良冰留」にお周い合わせください

出店してみませんか

フリーマーケット
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ー
ナ
ー
で
フ

リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

を
閲

催
し
ま
す
。
た

だ

今
、
出
店
希
葷
者

を
大
葬
集
!

ご

応
募
を
お
待
ち
し

て
い
象
罵

日
時
1
1
0

月
1
1日
出
・

午
加
1
1
時
I

午
後

3
時
、
1
2日

○
・
午
前
1
0
時
I

午

後
―
睥

※
雨
天
中
止

鳩
所
―

荒
川
河
川

敷
虹
の
広
*

対
象
―

区
内
在
住
・
在
勠
{
芳
(

た
だ
し

出
習
物
品
の
販
売
を
事
集
祁

ぷ
ぴ

剛
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可
)

。『
募
集
区

糶
―
各
a

劭
区
画
(
紳

迎
)
ソ
T

个

区
譖
・
1
日
の
み

(
3
m
x
3
m

程
度
)

※
飲
食

物
、
薬
品
、
ペ
ッ
ト
、
品
賢
保
証

の
で
き
な
い
も
の

等
は
販
売
で
き

ま
せ
ん

出
店
料
=
無
料

申
込
=

往

復
(

ガ

キ
に
希

望
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢

、一

話
、
出
品

物
を
明
記

期
限
g
9

月
3
0
日
消

印
有
効

申
・
問
先
I

リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課

〒
圀
中
央
冰
町
1
1
1
7
1
1

s
(
3
g
)
5
1
1
㈹

ワ
ク
ワ
ク
好
奇
心
も
大
満
足

'
9
7
足
立
ブ
ラ
ン
ド
産
業
ま
つ
り

安
い
製
品
が
海
外
か
ら

流
入

し
て
い
る
日
本
市
場
の
中
で

、

足
立
の
中
小
企
業
は

、
持
ち

前

の
技
術
力
に
加
え
て

新
し
い
製

品
を
開
発
し
て
″
fへ
ぱ
っ
て
い

搴
y

。
「
産
業
ま
つ
り
」
で
"

、

そ
ん
な
区
内
企
巣
が
一
室
に
集

ま
り
、
優
れ
た
技
術
と

製
品
を

区

民
の
皆
さ
ん

に

披
露
し
ま

す
。
入
場
は
無
料
。
多
く
の
方

'
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
　

す
。
J
日
時
I
川
月
1
1
日
山
・
午
　

前
1
1
時
～
午
後
i
時
、
1
2
日
冊
ご

J
午
前
1
0
時
I
午
零
1
時
場
所
j

-
北
千
住
駅
西
口
商
を
衡
駐
車
場

二
(
駅
前
交
番
一
)
・
内
容
―
区
内

。
企
業
P
R
/
工
業
裂
品
の
展
示
/
　

物
靡
蒙
売
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
紹

。
介
等
問
先
L
爵
葉
振
興
課
『

S
(
1
)
5
1
1
1
㈹
'
・
　

籾
疋
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
。
‘

'
`
“
^
5
2
F
)
r
3
。
廴
し
　

一

四
-
-

四
a

、
・
J

秋だ! 祭りだ! 荒川流 域コミュニケーション!

荒川フェスタ' 97
10/ 12( 日) 柳原小学校・隣接する荒 川河川敷にて

※ 建設省( 荒川下流工事事務所) 関連のイベントです

恒
例
の
荒
川
の
文
化
祭
「
荒
川

フ
ェ
ス
タ
y
」
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
荒
川
の
「
自
然
に
ふ
れ
る
」

「
文
化
を
知
る
」
「
流
岐
哭
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
」

イ
ベ
ン
ト
が
盛
n
た
く
さ
ん
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
日
時
1
1
0
月
1
2
日
面
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
※
雨
天

決
行

鳩
所
―
柳
原
小
李
校
、
隣

接
す
る
荒
川
河
川
敷

※
会
鳩
に

は
駐
申
場
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

申
で

の
ご
来
場
は
ご
遞
塚
く
だ
さ

い

内
容
―
あ
ら
か
わ
ふ
れ
あ
い

市
場
/

あ
ら
か
わ
求
ん
ぷ
く
広
場
/

交
流
村
ク
ル

ー
ズ
/

柳
原
音
楽

拏
な
ど

閥
先
=

荒
川
フ
ェ
ス
タ

叨
亊
筋
曷

酋
(
5
5
6
3
)
1
8
0
0

A- Fest aは開 催に向けて

着々と進んでいます

足 立区区民 まつり 委員 会

A
I
F
e
s
t
a
は
、区
民
の

方
々
で
構
虞
さ
れ
る
区
民
ま
つ
り

委
貝
会
(
井
上
信
男
委
員
長
・
東

京
商
工
会
巌
所
足
立
支
部
会
長
)

が
主
体
と
な
っ
て
、準
蠏
壹
`
め

て
い
ま
す

。

ど
う
す
れ
ぱ
皆
さ
ん
に
楽
兄

で
い
た
だ
け
る
か
と

、
ま
つ
り
を
盛
り

上

げ
る
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
つ
て
い

ま

す

。
終
了
す
る
ま
で
気

が
抜
け
ま
せ

ん

が

、
当
日
会
場
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の

笑
顔
で

、そ
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
は
ず

。

あ
な
た
も
A
-
F
e
s
t

ゑ
了

茗

ご

と
楽
し
む
こ
と
で

、
成
功
に
I

役
賈
つ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

あだち区民まつりに関する

お問い合わせは… …

足立区区民まつり委員会事務局
( 地域振興課育成係内)

3880- 5111 ㈹

A- Fest aイベント一覧

rチi弓 万i 天面・ ● 11日… 11: 匐～16: 勍i ?12日… 10: 00～15: 001
くわしくは本文をご覧< ださい
※ プログラムの内容については、- 部変・ になる場合もありますので、あらかじめご了
承ください
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くらしの情報

本庁舎へのお間い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

年

金

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
、お
済
み
で
す
か

□
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
を
、
国
民
年

金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
は
保
険
料
納
付
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
を
し
て

確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
第
3
号
被
保

険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
届
け
出

を
し
て
い
な
い
と
、
将
来
年
金
が
受
け

ら
れ
な
ぐ
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
種
別
変
更

次
の
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
種
別

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
夫

(妻
)
が
退
職
や
転
職
し
た
と
き

▽

夫
(
妻
)
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

(収
入
が
増
え
た
と
き
・
離
婚
し
た
と

き
)

※
ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い

方
は
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
か
国
民

年
金
屎
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も―
―

問
先
=
適
用
係

後
期
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
(
1
0月
～
1
0年
3

月
分
)
の
納
付
書
を
1
0月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
表
紙
の
裏
が
領
収
書
に
な

り
ま
す
の
で
、
切
り
離
さ
ず
に
、
金
融

機
関
や
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
=

▽
6ヵ
月
前
納
…
1
0月
末
日

▽
毎

月
分
…
翌
月
の
末
日

問
先
=
保
険
料

係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
1
0月
1
日
團
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
屎
前

問
先
L
推
進
係

※
厚
生
年
金
の
個
人

的
な
相
談
は
資
料
が
な
い
た
め
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。
足
立
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
(
月
～
金

曜
日
の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
4
時
3
0分
)

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設
は
、
国
民

年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
お
よ
び
そ
の

家
族
の
方
々
の
保
養
や
健
康
づ
く
り
な

ど
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

施
設
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、「
福
祉
の
増
進

と
教
養
・
文
化
の
向
上
を
目
的
と
し
た

国
民
年
金
会
館
」「
保
養
・
休
養
の
場
と

し
て
の
健
康
増
進
お
よ
び
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
た
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
」

「
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
・
体
力
づ
く
り
に
よ
る
健
康
増
進
お

よ
び
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
総
合

健
康
セ
ン
タ
ー
」
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
り
、
現
在
5
7の
施
設
が
全
国
各
地
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚
式
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
合
宿
や
研
修
に
大
い
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。な
お
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ゆ

と
り
す
と
」
は
、
国
民
年
金
課
、
区
民

事
務
所
の
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

対
象
=
ど
な
た
で
も

※
国
民
年
金
の

加
入
者
・
受
給
者
は
割
安
で
利
用

申

込
=
直
接
施
設
へ

問
先
=
推
進
係

北潟湖畔荘( 福井県)

福

祉

個
人
事
業
主
の
方
へ

第
3
回
　
足
立
区
生
業
資
金
貸
付

対
象
=

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で

、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ

、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
・・・
区
内
に
1

年
以

上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/

住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

貸
付
額
=
1

世
帯
図
万
円
以
内

(
予
定
利
率
0
.
9
%
、
据
え
置
き
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
1
6

ヵ
月
据

え
置
き
後
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込

=
申
込
書
を
窓
口
に
持
参
※
用
紙
は

区
民
事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所

は
除
く
)
、
福
祉
事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。用

紙
交
付
は
9
月
2
9
日
か
ら
受
付
期
間

=
1
0
月
6
日
～
1
7
日
※
次
回
の
貸
付
　

(
9
年
度
第
4
回
)
は
、1
0年
1
月
初

旬
に
受
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
応
急
小
口
資
金
、
高
額
療
養
資
金

等
の
各
種
貸
付
は
、
常
時
受
け
付
け
て

い
ま
す

申
・
問
先
=
貸
付
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り

、
一
人
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保

母
が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

。
安

心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。相

談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
=
▽
興
野
保

育
園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)…

毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

・
:毎
週
火
・
金
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
-
2
3
)
・
・
・

毎
週
水
・
土
曜
日

(
3
6
2
9
)
8
4
0
0

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
先
=

保
育
振
興
係

保
育
マ
マ
(家
庭
福
祉
員
)
を

募
集
し
て
い
ま
す

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)
と
は
、

区
内
に
住
む
乳
幼
児
を
預
か
り
、
自
宅

で
保
育
す
る
仕
事
で
す
。

対
象
=
児

童
の
保
育
に
つ
い
て
熱
意
を
持
っ
て
い

る
女
性
(
2
5歳
～
6
0歳
)
で
、
保
母
・

教
員
・
助
産
婦
・
保
健
婦
・
看
護
婦
の

い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
、
ま
た
は

子
育
て
の
技
術
・
経
験
を
持
ち
、
所
定

の
研
修
を
修
了
し
た
方
(
研
修
は
1
1月

ご
ろ
実
施
予
定
)
で

、
次
の
条
件
を
満

た
す
方
・・・
保
育
専
用
室
と
し
て
9

・
9

㎡
(

約
6

畳
)

以
上
の
部
屋
が
あ
る
こ

と
/

同
居
の
家
族
で
6

歳
未
満
の
児
童

が
い
な
い
こ
と

申
込
=

所
定
の
申
込

書
に
記
入
の
う
え

、
持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
1
0
月
2
4
日

申
・
問
先
=

保
育

振
興
係

〒
1
2
0中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

家
族
介
護
者
教
室

(
1
0・
1
1月

分
)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

場
・
申
・
問
先
=
各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)

表1　 高齢者在 宅サービ スセンタ ー・在宅 介護支 援センタ ー家族介 護者教室日 程( 10 ・11月)

※ 在は 高 齢 者在 宅 サービ ス セン タ ー、 介は 在 宅 介護 支援 セン タ ーの 略 語で す

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
4
)

徳
川
幕
府
が
統
治
の
基
盤
と
し
た

身
分
制
度
に
つ
い
て
は

。
前
回
述
べ

ま
し
た
が
、
で
は

、
幕
府
は
体
制
維

持
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

用
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。

幕
府
は

、
農
民
か
ら
と
り
た
て
た

年
貢
を

、
財
政
的
な
基
盤
と
し
て
い

ま
し
た

。
つ
ま
り

、
幕
藩
体
制
の
経

済
は

、
米
が
中
心
だ
っ
た
わ
け
で

、

農
民
か
ら
の
年
貢
米
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
き
に
は
。

「
七
公
三
民

」
と
い
う
無
茶
な
と
り

た
て
も

、行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。「
公

」

は
幕
府
や
藩
で

、「
民

」は
農
民
の
こ

と
で
す

。
ま
し
て

、
当
時
の
こ
と
で

す
か
ら

、
風
水
害

、
干
害
、
病
虫
害

な
ど
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と

、
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず

、
結
果
と
し

て

、
そ
の
ツ
ヶ
は
農
民
に
し
わ
よ
せ

さ
れ
て
い
た
の
で
す

。

こ
う
し
た
非
人
間
的
な
扱
い
や
苦

渋
に
満
ち
た
生
活
に
耐
え
か
ね
た
農

民
の
中
に
は
、
直
訴
や
免
租
の
嘆
願

運
動
を
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
一
揆
に
発

展
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
す
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
幕
府
は
政
策
的
に

農
工
商
の
懐
柔
策
と
し
て
、
特
に
賎

民
身
分
に
対
す
る
差
別
を
強
め
、
職

業
、
住
居
、
結
婚
を
は
じ
め
、
服
装

や
髪
形
ま
で
制
限
す
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
自
由
を
奪
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
差
別
の
強
化
に
よ
り
、

農
民
や
町
民
に
「
自
分
達
よ
り
も
も

っ
と
つ
ら
い
身
分
の
者
が
い
る
の
だ

か
ら
、
今
の
苦
し
い
生
活
も
我
慢
し

よ
う
」
と
い
う
、
あ
き
ら
め
と
服
従

の
意
識
を
う
え
付
け
た
の
で
し
た
。

部
落
差
別
は
、
自
然
に
で
き
た
の

で
は
な
ぐ
、
支
配
者
の
政
策
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
お

わ
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ

大丈夫ですか

看板・日除け等の
安 全 確 認

最
近
都
内
で
は
、
台
風
等
に
よ
る
強

風
で
ア
ー
チ
形
広
告
物
が
倒
壊
し
、
通

行
人
が
死
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
様
な
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
看
板
・
日
除
け
・
ア
ー
ケ
ー

ド
・
ア
ー
チ
型
看
板
等
の
安
全
確
認

(破
・
老
朽
化
等
)
を
早
急
に
行
い
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□ 掲示板　「法の日・公証週間記念」無料法律・公証( 遺言等) ・人権相談・子どもの人権相談　日時=10月1日( 水) ・2日( 木) 、午前10時～午後4時( 受付は午

後3時まで)　場所=飯田橋区民集会室(千代田又飯田橋4―10セントラルプラザ内3階) 　問先=東京法務局人権擁護部　3214- 6231
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国

保

国
保
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
葬
儀
を
し

た
方
に
葬
祭
費
と
し
て
6
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
害

な
ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
等
が
原

因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健

康
保
険
証
、
葬
儀
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー

は
不
可
。
ま
た
、
葬
儀
代
金
、
葬
儀
一

式
の
表
示
が
な
い
領
収
書
の
場
合
は
請

求
書
も
必
要
で
す
)
、葬
儀
を
し
た
方
の

印
鑑
を
窓
口
に
持
参

期
限
=
葬
儀
を

し
た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
・
問

先
=
保
険
給
付
係

国
保
休
日
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、平
日
に
来

庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、休
日
納

付
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。保
険
料

の
支
払
い
方
法
な
ど
、こ
の
機
会
に
ど

う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。日
時
=
1
0

月
5
日
面
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
=
国
民
健
康
保
険
課
(
北
館
2
階
1

番
窓
口
)

問
先
=
滞
納
整
理
第
一

・
第
二
係

生

活

環

境

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

関
屋
駅
・
牛
田
駅
周
辺

放
置
す
る
と
撤
去
料
2
千
円

「
少
し
の
間
ぐ
ら
い
な
ら
」
と
置
い

た
自
転
車
が
思
わ
ぬ
問
題
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。
歩
道
を
ふ
さ
い
だ
自
転

車
、
車
道
に
は
み
だ
し
た
自
転
車
で
危

険
な
目
に
あ
っ
た
区
民
は
数
え
き
れ
ま

せ
ん
。
自
転
車
を
利
用
す
る
時
は
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車
し
、
少
し
の
距

離
な
ら
歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
供

が
安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
放
置
自
転
車
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m以
内
を

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
、
禁

止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
は
撤
去
し
て

自
転
車
移
送
所
に
運
ぴ
保
管
し
て
い
ま

す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
時
は
撤
去
料
と

し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

足
立
郵
便
局
隣
の
関
屋
自
転
車
駐
車

場
は
一
日
利
用
も
で
き
ま
す
。
自
転
車

に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
必
ず

住
所
と
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

関
屋
自
転
車
駐
車
場
=
千
住
曙
町
4
2―
1

(
3
8
7
9
)
2
3
2
5

□
放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
送
所
=
足
立
4
-
1
6
-
1
9

先

問
先
=
自
転
車
係

防
災
協
力
井
戸
に
登
録
を

現
在
、
足
立
区
で
は
災
害
時
の
生
活

用
水
確
保
の
た
め
、
防
災
協
力
井
戸
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

災
害
時
に
、
近
隣
住
民
の
皆
様
へ
生
活

用
水
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
登
録
さ
れ
た
井
戸
は
、
年
1
回
区

衛
生
試
験
所
に
お
い
て
水
質
検
査
を
行

い
ま
す
。
井
戸
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
防
災
協
力
井
戸
と
し
て
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
は
、1
8
1件
の
登
録
が
あ
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
下
記
の
日
程
で
水
質

検
査
を
行
う
予
定
で
す
。

日
程
=
1
0

月
1
・
6
～
8
日

間
先
=
災
害
対
策

係

常
磐
新
線
荒
川
橋
り
ょ
う

架

設
工
事

始
ま

る

平
成
1
7年
度
の
開
業
を
目
指
し
日
本

鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
常
磐
新
線
の
建
設
工
事
の
う
ち
、

荒
川
橋
り
ょ
う
の
架
設
工
事
が
、
今
年
1
1

月
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。工

事
用
車
両
等
は
。
西
新
井
橋
の
取

付
部
か
ら
河
川
敷
内
に
入
り
、
工
事
現

場
ま
で
河
川
管
理
用
通
路
を
使
用
(
下

図
)
。右
岸
(
堤
南
)
は
9
年
か
ら
、
左

岸
(
堤
北
)
は
1
0年
か
ら
着
手
。
工
事

用
通
路
に
は
防
護
柵
や
回
転
灯
を
設
け

る
な
ど
河
川
敷
利
用
者
の
安
全
に
は
十

分
配
慮
し
て
工
事
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。

期
間
=
9
年
H
月
～
1
5年
5
月

※
た
だ
し
、
毎
年
6
月
か
ら
1
0月
ま

で
は
工
事
は
し
ま
せ
ん

作
業
時
間
=

午
前
8
時
～
午
後
6
時

作
業
休
日
=

日
曜
日

間
先
=
▽
区
・
常
磐
新
線
推

進
主
査

▽
公
団
・
東
京
支
社
足
立
鉄
道
建
設
所

(
3
8
8
0
)
9
1
5
1

常磐新線・荒川橋りょう工事位置図

選
挙
豆
知
識

選
挙
人
名
簿

選
挙
で
投
票
す
る
に
は
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
投
票
日
当
日
選
挙

権
が
あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
選
挙
人
名
簿
に
一
度
登

録
さ
れ
る
と
。
そ
の
登
録
は
永
久

に
効
力
を
有
し
ま
す
。
た
だ
し
、

死
亡
、
国
籍
喪
失
、
ま
た
は
他
の

区
市
町
村
に
住
所
を
移
し
4
ヵ
月

が
経
過
し
た
と
き
な
ど
は
、
名
簿

か
ら
消
さ
れ
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
は
次
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

□
定
時
登
録

毎
年
9
月
1
日
(
登
録
基
準
日
)

現
在
、
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳

に
3
ヵ
月
以
上
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
で
、
満
2
0歳
以
上
の
人

を
、9
月
2
日
に
登
録
し
ま
す
。

今
回
登
録
者
数

五
〇
四
、
一
五
七
人

□
選
挙
時
登
録

選
挙
の
都
度
、
基
準
日
を
定
め

て
、
登
録
し
ま
す
。

A
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
V

区役所来庁用

お年寄りや体の不自由
な方のために送迎車を

運行しています

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
、
傷

病
者
、
妊
婦
等
と
そ
の
介
護
者
を
対
象

に
区
役
所
来
庁
用
と
し
て
、
綾
瀬
・
五

反
野
・
西
新
井
・
梅
島
の
各
駅
周
辺
か

ら
、
無
料
の
送
迎
車
(
車
イ
ス
2
台
と

一
般
席
7
人

ま
で
乗
車
で
き
ま
す
)
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
運
行
日
は
、
土
・

日
・
休
日
等
を
除
く
毎
日
で
、
運
行
時

刻
は
表
の
と
お
り
で
す
。
問
先
=
庁

舎
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

送
迎
車
時
刻
表

掲
示
板

□
全
国
地
域
安
全
運
助
足
立
区
民
の
集
い

日
時
=
1
0月
1
3日
丱
、
午
後
2
時

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

内
容
=
防
犯
教
室
/
演
歌
シ

ョ
ー
(
歌
手
・
麻
生
直
花
氏
)
ほ
か

費
用
=
無
料

問
先
=
綾
瀬
・
千
住
・

西
新
井
各
警
察
署

□
足
立
あ
か
し
あ
園
職
員
募
集

職
種
等
=
宿
泊
介
助
指
導
職
員
(
男
性
)
/

日
中
介
助
指
導
職
員
(
男
女
)
/
通
所

者
指
導
員
(
女
性
)
/
通
園
バ
ス
添
乗
員

(普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
、
男
女
)

※
い
ず
れ
も
年
齢
3
5歳
ま
で

定
員
=

若
干
名

申
込
期
限
=
9
月
3
0日

※

報
酬
等
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
申
・
問
先
=
足
立
あ
か
し
あ
園

(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

□
憲
法
施
行
5
0周
年
記
念
無
料
法
律
相

談
(
予
約
制
)

日
時
=
1
0月
4
日
出
、
午
前
1
0時
～
午

後
1
時

場
所
=
区
教
育
研
究
所
研
修

室

申
込
=
1
0月
3
日
、
午
前
1
0時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
に
電
話
で
予
約

申

・
問
先
=
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー

(
3
5
9
2
)
0
2
8
0

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
電
話
相
談

日
時
=
1
0
月
か
ら
毎
週
月
～
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午

申
・
問
先
=

法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

(
3
5
8
1
)
1
5
5
1

□
都
立
渕
江
高
校
公
開
講
座
「
油
絵
教

室
」

日
時
=
1
0
月
4
・
1
8
・
2
5
日
、1
1
月
1
・
8

日

、
い
ず
れ
も
土
曜
日

、
午
後
2

時
～
4

時

対
象
=

初
心
者
(

成
人
)

定

員
=

釦
人

費
用
=

無
料
(

油
絵
の
具

セ
ッ
ト
の
な
い
方
は
1
万
円
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所

、
氏

名
、
年
齢

、
性
別

、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
9

月
3
0日

場
・
申
・
問
先
=

渕
江
高
校

〒
1
2
1東
保
木
間
2

―
1
0
―
1

(
3
8
8
5
)
6
9
7
1

ご利 用ください

教育相談

学
校
に
行
く

の
を
嫌
が
る
、

言
葉
が
遅
い
な

ど
、
お
子
さ
ん

の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専

門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

電
話

場
・
申
・
間
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
1
時
3
0
分
申

・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

□ 「法の日」記念中央行事( 無料・先着順) 　法律相談　日時=10月4日( 土) 、午後1時～4時　場所=弁護士会館15階　講演と映画　日時=10月6日9、午後5時
30分開場( 先着順) 　場所=銀座ガスホール　内容=講演「法と自然」養老孟子氏/映画「スタンド・バイ・ミー」問先=日本弁護士連合会広報室　3580- 9741
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口座振替でどうぞ
特別区民税・都民税

国民健康保険料
国民年金保険料

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
納
期
ご
と
に

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
大
変

便
利
で
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)

金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付

書
を
持
参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、

ま
た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
u

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納

税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国

民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金
課
保
険
料

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

参加者募集

そ
ろ
ば
ん
で
あ
な
た
の
脳
を
活
性
化

珠
算
競
技
大
会
開
催

(
親
子
大
会
・
シ
ニ
ア
大
会
も
同
時
開
催
)

観
子
の
ふ
れ
あ
い
と
生
涯
学
習
の
推

進
の
た
め
、珠
算
競
技
大
会
を
開
催

し
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。日
時
=
1
1
月
2
日
芯
、午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

対
象
=
親
子
大
会
の
部
(
小

・
中
学
生
と
親
ま
た
は
祖
父
母
)
/
シ

ニ
ア
大
会
の
部
(
5
0歳
以
上
の
方
)
/

小
学
4
年
生
以
下
の
部
/
小
学
5
・
6

年
生
の
部
/
中
学
生
の
部
/
高
校
生
・

一
般
の
部

申
込
=
直
接
窓
口
へ

期

限
=
1
0月
7
日

申
・
問
先
=
少
年
育

成
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

第
4
7回

足
立
区
文
化
祭

文
化
・
芸
術
の
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
方
々
の
成
果
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
左
表

費

用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

文化祭 舞台・大会部門　11月分

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と人 口( 9 年9 月1 日 現在)
世 帯　　　267, 394
人 口　　　635, 774 人

男　　　　322, 157 人
女　　　　313, 617 人

『学びの秋』生涯学習のスタートです
～10月・11月・12月は生涯学習推進期間～

10月から12月を 「生涯学習推進
期間」とし て、多くの講座・イベ
ントを用意し 、皆さんの生涯学習
を応援し ます。
□ 何か学びたいと思 ったら、お近<
の施設へ
住区センタ ーやブロックセンタ
ーなど区内の施設では、様々な教
室・講座を実施しています。また。
学校の中には、地域学習推進スク
ールを開催し ている小・中学校や
公開講座を実施している都立高校

もあります。さらなるステップア
ップをめざ す方には、放送大学や

都民カレ ッジの受講もお すすめで

す。 ※ 「あだち広報」や公社ニ
ュース「ときめき」に様々な学習
情報が掲載されますので。ご活用
ください 問先= 生涯教育推進課
3880―5111㈹

生涯学習情報ダイヤル
3605- 7181( 生涯学習館)

午前10時～午後5時
あな たが探し ている講座やイベ

ント など の学習情報を電 話でご案
内し ます。

暮らしっくスクール公開講座

暮らしの中の時間と自然
コンピューターやニューメディ
アなどの進歩により私たちの生活
は、大きく変わり、時間という概
念も変わってきました。もう一度、
「時間」というものを考えてみま
せんか。日時=10月21日( 火) 、
午後6時30分～8時30分対象=
区内在住・在勤の方 講師= 内山

節氏( 哲学者) 定員=30 人( 先
着順) 費用= 無料 申込= 電話
場・申・問先= 消費者センター
3880- 5385

スポーツカーニバル' 97

日時=10 月10日( 祝) 、午前10時
場所= 総 合スポーツセンタ ー 内

容= ウォ ークラリ ー、各種スポー
ツ体験、ゲームコーナー、お楽し
み抽 選会 費用= 無料 問先= 剣
体育 協会　3880- 5695( 直通)
体育振興係　3880 ―5111㈹

10月10日(祝)・11日(土) 区役所本庁舎の休館
区役所 の庁舎ホール・展望レス

トラン・地下駐車場は、電 気設備
点検のため利用できません。 問
先= 庁舎管理課　3880 ―5111㈹

お楽しみください 10月の区内各種展示
こども科 学 館 イベ ントホール

9月30日～10月5日、7日～12
日、15日～19日、21日～26日、28
日～11月3日…足立区文化祭

西新井区民ギャラリー
3日～6日…足立区MOA美術

館児童画作品展　10日～12日…
俳画宗月展　13日～11月10日…
足立区 文化祭 ※ 初日と最終日は

搬 入出 作業 のた め展示時 間は 未
定。当 日お問い合わせください

プ チ テ ラ ス・野 外 ギ ャ ラリ ー

□ 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21- 11) 　4 ・5 ・11・12

・18・19日…やっちゃばの風俗展　
20～31日…手芸展

□ 千住壁画の道ギャラリー( 千住
旭町) 　1～31日…絵画

入場無料。展示を希望する
方は、お問い合わせください。
問先=　 こども 科学館イベン
ト ホール… ギャラクシティ
5242 ―8161
西 新 井区 民 ギ ャラ リ ー( 西

新 井 駅 東 ロ サテ ィ4 階 、 火 曜

(休館) 　3852 ―3251
プチテラス・野外ギ ャラリ
ー… まちづくり 公社
3880 ―5700( 直通)

10月1 日は区民の日

区内銭湯無料開放

大きなお風呂
で、気分スッキリ
温泉気分を味わっ
てみませんか。10
月1 日、区民の皆
さんは無料で入浴
できます。 問先=
衛生指導係
3880- 5111㈹

郷土博物館無料公開
10月1 日は無料公開日です。
開館時間=午前9時～午後5時
□ 区民の日映画会
70年代の農業の様子を見ます。
時間=午前11時内容=「東京の
農業」(約1 時 間) 場・問先= 郷
土博物館　3620 ―9393

みんな一緒に
生きていく。

赤 い 羽 根

共同募金

10月1日　12 月31日
〝みんな一緒に生きていく〟を

スローガンに掲げ、赤い羽根共同

募金運動が始まります。
共同募金は、皆さんの善意によ

る社会福祉増進運動です。昨年区
では、1, 000万円を超える募金が集

まり 、保育施設、福祉作業 所、高
齢者 福祉施 設等の 作業 備品 や機
器、利用者送迎用車両の購 入等、
民間 福祉事業の運営費として役立
てられました。今年も皆さ んの温
かいお心をお寄せください。 問
先= 地域振興課振興係
3880―5111(㈹

スポーツ指導員養成講習会
専 門 科 目 「ファミ リ ー テ ニ ス 」

足立区生まれの「ファミリーテ
ニス」の講習会です。 ※ 今回の
専門科目と、別に開 催する共通科
目の試験に合格し た方を足立区公
認スポーツ指導員として認定・登
録し ま す 日 程等= 右 表 場 所=
総合スポーツセンター 対象=
区内在住・在勤の20歳以上の方で
テニス等の経験者およびファミリ
ーテニスの地域指 導者を目指す方
定員=50 人 費用= 無料 申 込=
往復ハガキに住所、氏名( フリ

ガナ) 、電 話番号、年齢。性別 、フ
ァミリーテニス等の経験年数、所

属団体を明記 期限=10 月8 日必
着 申・問先= 体育振興係 〒120
中央本町1- 17- 1
3880 ―5111㈹

※ いずれも時間は午前9時15分～午後5時30分

とんがりぼうしカーニバル ボランティア募集
センターまつりのお手伝いをし
てくれる方を募集します。日時
=10月26日( 日) 、午前9時～午後
4 時 内容= 通所者介助・バザー

など 申込= 電 話 期限=10 月9
日 場・申・問先= 西部障害福 祉
総合センター　3853 ―0632

飛び入り参加歓迎 心身障害者( 児) 体 育祭
この体育祭は、 スポーツを通じ
た障害者の社会参加と、障害者へ
の理解を得るため毎年実施し 、今
年で24回目を迎え ます。当 日の飛
び入り参加ができる種目や、障害
のある方とない方が 一緒に楽しむ

競技もあり ます。ぜひお 越しくだ
さい。 日時=10 月10日( 金) 、午
前9 時 ※ 雨天の場合は11 日に順
延 場所= 第四中学校 問 先= 在
宅福祉課在宅調整係
3880 ―5111㈹

◎ 「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す O. Hi . C. 　274, 000


